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病虫害は少ない。 

古くなった葉は、新葉が伸びる頃に切除

すると見映えよく維持できる。積や霜、

寒風の影響を受ける地方では、新芽を残

して葉を切除し、コモ巻などによる防寒

対策が必要になる。 

強健だが耐寒性がないため、暖地に向く

庭木。湿気を嫌うので高植えにするとよ

い。寒い地域では、稲藁にてコモ巻が施

され冬の風物詩となる。配植は、数株組

み合わせると景がまとまりやすい。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

寒い地方では、幹を藁で巻き、頂部に「雪ぼっ

ち（藁で作った帽子）」を戴き冬の風物詩にな

る。 

Memo 

独特の樹形に魅力がある。生長は極めて遅く、

若木時は分枝せず、幹の先に複葉を束生させる。

雌雄異株で６～８月頃に、それぞれ幹の先端に

花をつける。雄花は７０～８０cmの円柱形、雌

花は球状でクルミ大の赤い種子をつける。九州

南部沿海の岩場などに自生する常緑樹。 

生長：遅い、雌雄異株 

木本扱い（保証の観点より） 
特 記 
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常緑／特殊樹／木本植物／在来種 
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